
 

 

 

埼玉県学力・学習状況調査 

「復習シート」の使い方について     

 

    １ 「復習シート」の問題について 

  ○「復習シート」は、各教科、領域（各教科の学習分野）ごとに分かれています。 

    ○各学年の「復習シート」の問題内容は、１つ前の学年までに学習した内容です。 

    例）「小学校６年生」の「復習シート」 

       ⇒「小学校５年生」までの学習内容の問題を掲載しています。 

  ○「復習シート」は実際の調査で使用した問題や、その類似問題で構成しています。 

   

 ２ 「復習シート」の使い方について 

     【使い方１】学力レベルを参考にした活用  

       「復習シート」に掲載した全ての問題に、「学力のレベル」を記載しています。 

        返却された個人結果票に記載された、学力のレベルを参考にして、「学習した 

      内容がしっかり身に付いているのか」の確認や、「一人一人の学力をさらに伸ばす」 

      ために御利用ください。 

        例えば・・・ 

レベル５ 

であった教科 

学習内容の定着のためには レベル５以下の問題に取り組む。 

さらに学力を伸ばすためには レベル６以上の問題に取り組む。 

     

     【使い方２】領域別正答率を参考にした活用  

      返却した個人結果票には、領域（各教科の学習分野）別正答率を示しています。 

             領域別正答率を参考に、子供の苦手な領域の復習や得意な領域をさらに伸ばすために 

      御利用ください。 

        例えば・・・ 

算数の「図形」が苦手な場合 学力のレベルを参考に、「図形」の問題に取り組む。 

算数の「数と計算」が得意な場合 学力のレベルよりも高いレベルの、「数と計算」の問題に 

取り組む。 

 


